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緑豊かな自然を体験しませんか
■子どもたちが夏休みのこの時期、家族
で海や山ヘともうどこかへおでかけにな
りましたか。■甲斐市にも、乗馬体験や
つり堀、自然観察路、キャンプ場などレ
ジャースポットがめじろおし。みなさん
は、こんな場所があることをご存知です
か。甲斐市の北部に広がる緑豊かな森林。
耳を澄ませば小鳥のさえずり、虫の音。
爽やかに通り過ぎる風、普段の生活では
感じることのできない体験が待っていま
す。
上の写真は、市の北部にあるキャンプ場
です。■毎年、夏になると県外から大勢
の人が緑豊かな自然を求めて訪れます。
この夏、みなさんも親子で「甲斐市の自然」
を体験してみてはいかがでしょう。

表紙の写真は、太刀岡山へ向かう林道で
馬に乗って森林浴を楽しんでいる様子を
撮影しました。
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「甲斐市まちをきれいにする条例」 
　　　　　　　　　　９月１日施行 

整
然
と
し
た
街
並
み
や
緑
豊
か
な
景
観
は
、
そ

こ
で
生
活
す
る
市
民
の
み
な
さ
ん
は
も
ち
ろ

ん
、
市
外
か
ら
訪
れ
る
多
く
の
人
に
も
潤
い
と

安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

市
で
は
、
よ
り
質
の
高
い
快
適
な
居
住
環
境
が

整
備
さ
れ
た
美
し
い
ま
ち
を
目
指
し
「
甲
斐
市

ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
」
を
制
定
い
た
し

ま
し
た
。

条
例
で
は
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
取
り
組

む
内
容
を
示
し
て
い
ま
す
。

地
域
・
事
業
者
・
行
政
が
連
携
し
て
「
緑
と
活

力
あ
ふ
れ
る
生
活
快
適
都
市
」
を
目
指
し
、
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
街
だ
か
ら

私
た
ち
の
手
で
美
し
く
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９
月
１
日
施
行

◎
市
民
活
動
の
推
進

美
化
推
進
地
域
の
指
定
を
行
い
、
美

化
活
動
の
推
進
を
す
る
と
と
も
に
市

民
、
事
業
者
、
土
地
所
有
者
お
よ
び

甲
斐
市
を
訪
れ
る
市
外
者
に
、
き
れ

い
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
諸
活
動
に
自

主
的
な
参
加
と
協
力
を
求
め
ま
す
。

◎
緑
の
ま
ち
づ
く
り

「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
・
甲
斐
」
の
実

現
に
向
け
、
花
と
緑
あ
ふ
れ
る
良
好

な
景
観
の
形
成
を
推
進
し
ま
す
。

◎
良
好
な
地
域
環
境
づ
く
り

河
川
、
自
宅
周
辺
、
空
き
地
お
よ
び

空
き
家
の
管
理
、
ま
た
屋
外
で
の
燃

焼
行
為
の
制
限
な
ど
地
域
の
環
境
美

化
を
推
進
し
、
青
少
年
の
良
好
な
育

成
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

◎
公
共
の
場
所
の
美
化

不
法
な
立
看
板
、
チ
ラ
シ
・
ビ
ラ
な

ど
の
貼
り
付
け
お
よ
び
配
布
に
よ
る

周
辺
の
美
観
や
教
育
環
境
が
損
な
わ

れ
な
い
よ
う
啓
発
し
ま
す
。
ま
た
、

敷
地
内
か
ら
樹
木
や
生
け
垣
な
ど
が

道
路
等
に
は
み
出
さ
な
い
よ
う
啓
発

し
ま
す
。

空き地や空き家の所有者等
は、雑草などの適切な管理
に努め、ごみの不法投棄な
どされないようしましょ

基
本
項
目

ごみなどを屋外で燃
やしていませんか。
ごみを燃すことは禁
止されています。

不法な立看板の設置、ビラ
などの貼り付けは通行の妨
げや景観を損ねるばかりで
なく、青少年の健全育成の
妨げにもなりますのでやめ
ましょう。

飲料等の自動販売機を設置および
販売している方は、その販売して
いる周辺に回収容器を設置してく
ださい。また、回収した飲料容器
は資源化に努めましょう。
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自動車やバイクのアイドリングはやめまし
ょう。環境にやさしい運転を心がけ、近隣
に迷惑がかからないようにしましょう。

◎
愛
護
動
物
の
管
理

飼
養
し
て
い
る
犬
や
猫
な
ど
愛
護
動

物
の
ペ
ッ
ト
が
、
他
人
に
危
害
や
迷

惑
を
お
よ
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
啓
発
す

る
と
と
も
に
、
愛
着
を
も
っ
て
育
て

る
よ
う
指
導
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

◎
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
お
よ
び
飼
い

犬
の
ふ
ん
の
放
置
の
禁
止
等

・
道
路
、
公
園
、
他
人
の
土
地
な
ど
に

ご
み
を
捨
て
る
こ
と
は
禁
止
し
ま

す
。

・
飼
い
犬
の
散
歩
時
に
は
、
ふ
ん
を
処

理
す
る
た
め
の
用
具
を
携
帯
し
、
ふ

ん
を
し
た
と
き
は
持
ち
帰
る
な
ど
の

始
末
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
自
動
販
売
機
で
容
器
入
り
の
飲
料
等

を
販
売
す
る
人
は
、
回
収
の
た
め
の

容
器
を
自
動
販
売
機
の
周
辺
に
設
置

し
、
空
の
容
器
等
が
散
乱
し
な
い
よ

う
に
管
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

回
収
し
た
飲
料
容
器
等
の
資
源
化
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

◎
罰
則

市
が
改
善
を
勧
告
し
、
さ
ら
に
措
置
命

令
を
し
、
こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
に
５
万

円
以
下
の
過
料
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

（
過
料
が
科
せ
ら
れ
る
も
の
）

・
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
　
・
犬
、
猫
の
ふ
ん

の
放
置
　
・
空
き
家
、
空
き
地
の
適
正
な

管
理
　
・
回
収
容
器
の
設
置

ごみをなにげなく、ポイ
捨てしていませんか。外
出時に出たごみは持ち帰
りましょう。

犬や猫のふんを放置していませんか。
散歩時などはふんを処理する用具を携
帯し、持ち帰るなどきちんと始末しま
しょう。ペットも家族の一員です。

樹木や生け垣が道路等にはみ出
すと見通しが悪くなり、通行の
支障となるので大変危険です。
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本年度も８月
31日（金）まで
の期間、県下一
斉の「シートベ
ルト着用ステッ
プアップ運動」
が実施されてい
ます。
日頃からのシ

ートベルト、チ
ャイルドシートの着用が交通事故による
被害軽減等に効果的ですので、着用の徹
底をお願いします。
なお、市では１歳６か月までチャイル

ドシートの無料貸出を行っておりますの
で、ご利用ください。
■問い合わせは…
防災安全課（竜王庁舎３階）
055（278）1676

○神明温泉志麻の湯　
055（277）1311

○百楽泉 0551（28）6000
○釜無川レクリエーションセンター

055（276）1151
■問い合わせは･･･
商工観光課（双葉庁舎２階）
0551（20）3654

○敷島B&G海洋センター
055（277）7767

○双葉B&G海洋センター
0551（28）6004

■問い合わせは･･･
教育委員会スポーツ振興課

0551（20）3656

○玉幡公園（kai・遊・パーク）
総合屋内プール　

055（276）4189
■問い合わせは･･･
玉幡公園管理課（玉幡公園内）

055（276）4189

○敷島保健福祉センター
歩行浴プール・軽運動室

055（277）7311
■問い合わせは･･･
健康増進課（敷島庁舎１階）
055（277）4735

甲斐市は９月１日に市制３周年を迎えます。
市では３周年を記念して、市営温泉、プー
ルの無料開放を行いますので、ぜひご利用
ください。

一
般
国
道
20
号
甲
斐
市
竜
王
地
内
に

お
い
て
、竜
王
北
小
前
歩
道
橋
の
撤
去
、

新
設
工
事
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。大

変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

工
事
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

場
所

一
般
国
道
20
号
　
甲
斐
市
竜
王

地
内
　
竜
王
北
小
前
歩
道
橋

通
行
止
め
に
な
る
日

８
月
７
日
（
火
）

予
備
日：

８
月
８
日
（
水
）

９
月
11
日
（
火
）

予
備
日：

９
月
12
日
（
水
）

通
行
止
め
時
間

８
月
７
日
（
火
）

①
午
前
１
時
〜
１
時
20
分

②
午
前
２
時
〜
２
時
20
分

９
月
11
日
（
火
）

①
午
前
１
時
〜
１
時
20
分

②
午
前
２
時
〜
２
時
10
分

■
問
い
合
わ
せ
は
…

発
注
者
　
国
土
交
通
省

甲
府
河
川
国
道
事
務
所

甲
府
出
張
所

０
５
５
（
２
２
２
）
４
８
９
１

施
工
者
　
東
綱
橋
梁
株
式
会
社

０
５
５
（
２
７
９
）
６
１
０
３

一
般
国
道
20
号

夜
間
全
面
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

温　　泉 プ　ー　ル

市制施行３周年記念
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現
在
、
75
歳
（
一
定
の
障

害
が
あ
る
人
は
65
歳
）
以
上

の
人
は
、
国
民
健
康
保
険
や
社

会
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
に
加
入
し
な

が
ら
、「
老
人
保
健
制
度
」
で
医
療
を
受

け
て
い
ま
す
。

老
人
医
療
費
を
中
心
に
国
民
医
療
費

が
増
大
す
る
中
、
新
た
に
平
成
20
年
４

月
か
ら
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が

創
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け

て
い
る
人
は
全
員
、
高
齢
者
の
た
め
の

独
立
し
た
医
療
制
度
で
あ
る
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
に
移
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
広
報
等
で

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
と
は
…

・
75
歳
以
上
の
人
を
「
後
期
高
齢
者
」

と
い
い
ま
す
。

・
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
を
「
前
期

高
齢
者
」
と
い
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
は
…

・
現
役
世
代
と
高
齢
者
世
代
の
負
担
を

明
確
化
し
、
公
平
で
わ
か
り
や
す
い

制
度
と
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
る
、

75
歳
（
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
は
65

歳
）
以
上
の
人
だ
け
を
対
象
に
し
た

医
療
制
度
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
の

は
…

・
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
に
老
人
保

健
に
加
入
し
た
人
は
、
平
成
20
年
４

月
か
ら
自
動
的
に
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
移
行
し
ま
す
。

・
平
成
20
年
４
月
以
降
75
歳
に
な
る
人

は
、
誕
生
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

保
険
課

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　

０
５
５
（
２
３
６
）
５
６
７
１

５月号でお知らせした新イ
ベントの名称と概要が決ま
りました。

日程　10月７日（日）
体育の日　※雨天決行

場所　日本航空学園
内容「子ども」をテーマに、
子どもに関連したさまざま
な催し（ステージ、展示、
フワフワなどの体験等）を
行います。
また、模擬店やフリーマー
ケットなども開催。そのほか、
カツオ先着600人への販売やス
ポーツフェスティバルなど賑
やかに開催されます。そして
催しの最後を飾る花火コンサ
ートも盛大に行います。

----------------------------------------
「新イベント」出店者募集
資格　市内で活動している団
体、グループ（個人は除く）

募集数　80店程度
募集期間　８月１日（水）～

17日（金）
出店料等　１ブース10,000円
（テント1、机２、イス４を含む）
追加は別途徴収。（机1,000
円／台、イス300円／脚）

その他　出店場所は実行委員会
が決定。申し込み多数の場合
は期間中でも締め切ります。

募集数　50店程度
募集期間　８月１日（水）～

17日（金）
出店料等　無料（テント、机
等なし）

その他　出店場所は実行委員会
が決定。申し込み多数の場合
は期間中でも締め切ります。
----------------------------------------
■申し込み・問い合わせは…
実行委員会事務局
（商工観光課：双葉庁舎２階）

0551（20）3654

フリーマーケットゾーン

模擬店ゾーン

甲甲甲甲斐斐斐斐市市市市
わわわわくくくくわわわわくくくくフフフフェェェェススススタタタタ
～とびだそう青空のもとへ～

を10月に開催します

新イベント

赤坂の高台にある地上22メート
ル「ドラゴンパーク展望塔７階展
望フロア」が、夏季期間の７月か
ら９月の間、利用時間が夜10時ま
で延長されます。
涼しい夜風に吹かれながら展望
フロアから一望できる甲府盆地の
美しい夜景をお楽しみください。
ご利用にあたっては、３歳以上
１回100円の利用料金がかかりま
す。

※ドラゴンパークはペットの入園や花火、
火気の使用はできません。また、ゴミ
箱を設置しておりません。ゴミはお持
ち帰りいただいています。ご協力をお
願いします。
なお、周辺道路は駐車禁止となってい
ます。車で来園する人は必ず駐車場を
ご利用ください。

【展望塔の利用案内】
■利用時間
午前９時～午後５時／無料（年間）
午後５時～10時／
３歳以上100円（７月～９月）

■休館日
月曜日
（月曜日が祝日のときは翌日）
■問い合わせは…
緑化推進課（竜王庁舎２階）
０５５（２７８）１６７１

ドラゴンパーク
０５５（２７６）２１６１

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
は
じ
ま
り
ま
す

平成20年
４月
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甲
斐
市
総
合
防
災
訓
練
を
９
月
２
日（
日
）

に
市
内
一
斉
で
実
施
し
ま
す
。

午
前
８
時
に
訓
練
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま

す
の
で
、
各
自
治
会
（
区
）
で
定
め
た
一
次

避
難
場
所
等
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
昨
年
度
双
葉
西
小
学
校
に
飲
料
水

兼
用
耐
震
性
貯
水
槽
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
今
年
度
は
双
葉
地
区
の
岩
森
自
治
会
に

お
い
て
、
避
難
所
開
設
訓
練
や
貯
水
槽
を
使

用
し
た
給
水
訓
練
等
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。市

民
の
み
な
さ
ん
は
、
日
頃
か
ら
地
震
に

対
す
る
備
え
を
各
自
、
家
族
で
再
確
認
し
、

進
ん
で
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

訓
練
内
容

午
前
８
時
の
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
、
各
自

治
会
（
区
）
の
一
次
避
難
場
所
等
へ
の
避
難

訓
練
お
よ
び
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
各
種
訓

練■
問
い
合
わ
せ
は
…

防
災
安
全
課
（
竜
王
庁
舎
３
階
）

0
5
5
（
2
7
8
）
1
6
7
6
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※この表は７月12日時点の実施状況です。未定の自治会（区）は、区の役員にご確認ください。
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内

容

高
齢
者
等
を
在
宅
で
介
護
す

る
家
族
に
対
し
、
介
護
に
必
要
な
お

む
つ
等
を
購
入
す
る
ク
ー
ポ
ン
券
を

交
付
し
ま
す
。

対

象

市
内
に
在
住
し
、
次
の
人
を

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族

①
要
介
護
４
、
５
（
要
介
護
者
が
属

す
る
世
帯
お
よ
び
対
象
者
世
帯
の
世

帯
員
の
当
該
年
度
の
市
民
税
が
非
課

税
）
に
認
定
さ
れ
た
人

②
要
介
護
３
お
よ
び
要
介
護
４
、
５

（
要
介
護
者
が
属
す
る
世
帯
及
び
対

象
者
世
帯
の
世
帯
員
の
当
該
年
度
の

市
民
税
が
課
税
）
に
認
定
さ
れ
た
人

助

成

利
用
申
請
書
を
提
出
し
利
用

決
定
を
し
た
人
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行

①
の
場
合
　
月
額
6
、
2
5
0
円

②
の
場
合
　
月
額
3
、
0
0
0
円

※
利
用
者
は
、
市
が
指
定
す
る
取
扱

店
で
お
む
つ
等
を
購
入
す
る
際
に

ク
ー
ポ
ン
券
を
提
出
し
、
お
む
つ

等
の
支
給
を
受
け
ま
す
。

申
込
方
法

申
請
書
に
よ
り
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

内

容

寝
た
き
り
の
高
齢
者
が
使
用

し
て
い
る
布
団
を
洗
濯
乾
燥
す
る
場

合
に
助
成
し
ま
す
。

対

象

要
介
護
４
、
５
に
認
定
さ
れ

て
い
る
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

や
高
齢
者
世
帯
に
属
す
る
人

助

成

年
間
2
0
、
0
0
0
円
以
内

の
助
成
（
10
月
以
後
の
申
請
は
年
間

1
0
、
0
0
0
円
以
内
）

申
込
方
法

申
請
書
に
よ
り
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

内

容

寝
た
き
り
な
ど
で
理
髪
に
行

け
な
い
人
が
、
自
宅
で
理
美
容
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
助
成
し
ま
す
。

対

象

要
介
護
４
、
５
に
認
定
さ
れ

て
い
る
人
で
、
理
美
容
院
に
行
く
こ

と
の
で
き
な
い
65
歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
に
属
す
る
人

助

成

年
６
回
を
限
度
と
し
て
、
理

髪
の
出
張
に
か
か
わ
る
費
用
（
１
回

に
つ
き
3
、
0
0
0
円
）
を
助
成

（
10
月
以
降
の
申
請
は
、
年
間
３
回

ま
で
）
※
理
髪
代
は
実
費

申
込
方
法

申
請
書
に
よ
り
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
様
々
な

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
か
ら
の
新
規
事
業
は
広
報
誌
５
月
号
で
ご
紹
介
し

ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
従
来
か
ら
の
事
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

内

容

在
宅
の
ひ
と
り
暮
ら
し
や
高

齢
者
世
帯
な
ど
の
食
生
活
の
改
善
を
図

る
と
と
も
に
、
訪
問
時
に
安
否
確
認

を
兼
ね
て
、
食
事
を
お
届
け
し
ま
す
。

対

象

自
ら
調
理
す
る
こ
と
が
困
難

な
概
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
、

高
齢
者
の
み
の
世
帯
に
属
す
る
人
、

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

利
用
料
金

１
食
２
０
０
円

申
込
方
法

窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス

事
業

介
護
用
品
支
給
サ
ー
ビ
ス
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
事
業

介
護
保
険
の
給
付
を

受
け
て
い
る
人
を

対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス



内

容

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
自

宅
を
訪
問
し
安
否
確
認
を
行
う
と
と
も

に
、
乳
酸
菌
飲
料
等
を
支
給
し
ま
す
。

対

象

75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
。

費
　
用

無
料

申
込
方
法

申
請
書
に
よ
り
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

内

容

急
病
や
事
故
な
ど
緊
急
に
助

け
が
必
要
な
時
に
、
速
や
か
な
援
助

や
支
援
が
で
き
る
よ
う
24
時
間
体
制

で
消
防
本
部
と
電
話
回
線
で
結
ぶ

「
ふ
れ
あ
い
ペ
ン
ダ
ン
ト
（
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
）
を
設
置
（
貸
与
）
し
ま
す
。

対

象

ひ
と
り
暮
ら
し
で
虚
弱
な
お

お
む
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者

費

用

無
料
（
シ
ス
テ
ム
利
用
時
は

電
話
料
、
電
気
料
が
か
か
り
ま
す
）

申
込
方
法

窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

内

容

生
活
習
慣
が
欠
如
し
た
り
対

人
関
係
が
成
立
し
な
い
な
ど
社
会
適

応
が
困
難
な
高
齢
者
を
、
施
設
で
短

期
間
お
預
か
り
し
ま
す
。

対

象

介
護
保
険
制
度
の
給
付
対
象

と
な
ら
な
い
、
市
内
に
居
住
す
る
65

歳
以
上
の
高
齢
者

期
　
日

原
則
１
か
月
７
日
以
内

利
用
料
金

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た

費
用
の
１
割
負
担

申
込
方
法

窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

内

容

家
事
援
助
（
調
理
･
洗
濯
･

掃
除
･
買
い
物
･
話
し
相
手
）
な
ど

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
軽
易

な
日
常
生
活
上
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

対

象

介
護
保
険
対
象
と
な
ら
な
い

虚
弱
高
齢
者
で
65
歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
、
高
齢
者
世
帯
に
属
す
る
人

利
用
料
金

１
か
月
（
１
週
間
に
１
回

１
時
間
の
利
用
）
に
つ
き
1
、
2
3

4
円
か
ら

申
込
方
法

窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

内

容

寝
た
き
り
高
齢
者
等
に
対
し
、

ベ
ッ
ト
等
の
日
常
生
活
用
具
を
貸
与

し
ま
す
。

対

象

65
歳
以
上
の
寝
た
き
り
の
高

齢
者
等

費

用

必
要
な
用
具
の
レ
ン
タ
ル
代

に
要
し
た
費
用
の
１
割
が
自
己
負
担

申
込
方
法

窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

家
族
介
護
者
ヘ
ル
パ
ー
受
講
支
援
事
業

内

容

高
齢
者
の
家
族
介
護
者
が
そ

の
介
護
の
経
験
を
活
か
し
て
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
社
会
で
活
躍
す

る
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

対

象

市
内
に
在
住
し
、
在
宅
に
お

い
て
高
齢
者
を
現
に
介
護
ま
た
は
介

護
し
て
い
た
家
族
で
、
訪
問
介
護
員

研
修
２
級
ま
た
は
３
級
課
程
を
受
講

し
資
格
を
取
得
し
た
人

助
成
額

上
限
額
３
万
円
（
受
講
料
の

う
ち
教
材
費
等
の
実
費
を
除
い
た
金

額
）

申
込
方
法

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
※
受
講
修
了
書
、
研
修
受
講

料
の
領
収
書
（
写
し
）
を
添
付

内

容

寝
た
き
り
ま
た
は
認
知
症
高

齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族

に
対
し
、
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

対

象

市
内
に
在
住
す
る
65
歳
以
上
の

要
介
護
３
か
ら
５
ま
で
の
認
定
者
、
ま

た
は
、
認
知
症
高
齢
者
と
同
居
し
て
お

り
、
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
19

年
３
月
31
日
の
１
年
間
に
わ
た
り
常
時

在
宅
で
介
護
し
た
介
護
者
（
90
日
以
内

の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
お
よ
び
入
院

は
対
象
）

支
給
額

２
万
円

内

容

金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦

に
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

対

象

平
成
19
年
４
月
１
日
を
基
準
日

と
し
て
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦（
昭

和
31
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
32
年
４
月
１

日
ま
で
に
婚
姻
届
を
出
さ
れ
た
ご
夫
婦
）

記
念
品

記
念
写
真
撮
影
一
式
（
四
つ

切
サ
イ
ズ
の
記
念
写
真
を
贈
呈
）

申
込
方
法

申
出
書
に
よ
り
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
や
申
請
な
ど
の
問

い
合
わ
せ
は
…

高
齢
福
祉
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

0
5
5
（
2
7
7
）
3
1
1
6

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

0
5
5
（
2
7
8
）
1
6
6
6

双
葉
支
所
地
域
課
（
双
葉
庁
舎
１
階
）

0
5
5
1
（
2
0
）
3
6
5
1

11

ふ
れ
あ
い
ペ
ン
ダ
ン
ト
（
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
）
事
業

友
愛
訪
問
事
業

生
活
管
理
短
期
宿
泊
事
業
（
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

軽
度
生
活
援
助
事
業
（
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
）

家
族
介
護
者
ヘ
ル
パ
ー
受
講
支

援
事
業

日
常
生
活
用
具
貸
与
事
業

介
護
保
険
制
度
の

給
付
対
象
と
な
ら
な
い
人
が

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

そ
の
他
の
事
業

介
護
慰
労
金
支
給
事
業

金
婚
記
念
祝
事
業
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市内には、135の自治会（区）があります。この
中から２つずつ、自治会（区）のなかで特徴のあ

るもの、人、活動など順番に紹介しています。

桃花の街区（高瀬啓祐区長）
桃花の街区は、平成11年から県住宅

供給公社により宅地供給が始まった双
葉・響が丘団地の一つの地区が「桃花の
街」として発足した自治会です。
響が丘団地全体に建築協定が締結さ
れ、この地域は快適な住環境と緑豊かな
景観が保たれています。各戸の敷地の囲
いは生け垣が基本となっており、広告や
看板の設置が禁止されています。現在の
世帯数は99世帯で比較的若い世代の世
帯が多いのが特徴です。区の行事は、８

月の夏まつりをメ
インに年２回の一
斉清掃など、多く
の人が積極的に自
治会活動に参加し
ています。また、
育成会や愛育会
の活動も盛んに
行われていま
す。最近では、
平成17年にシニア
クラブ（老人クラ
ブ）が発足し、
現 在 1 0
名程度
と 少

ない人数ですが、クラブハウス（公
民館）のフラワーポットの飾花や団
地内のごみ拾い、レクリェーション
としてカラオケ大会を行うな
ど精力的に活動し、自主
性に任せ楽しく活動でき
るよう心がけています。
また、区民有志による児
童を対象にした絵本の読
み聞かせを行う「お話し
の会」も年に数回クラブハウ
スで行っています。６月18日には、シニアクラ
ブの会長（池田さん）の友人でシャンソン歌手のリ
リさんを招いてミニコンサートとお話の会を開

催、子どもも大
人も綺麗な歌声
を堪能し、最後
にみんなで「千
の風になって」
を歌い楽しい時
間を過ごしまし
た。

西町区（吉村公一区長）
西町区は、敷島地区の中央部に位置
し、県道甲府韮崎線が区の真中を東西
に走っています。区は現在301世帯で
人口817人の小ぢんまりした自治会で
す。かつては米づくりが盛んに行われ
第２種兼業農家が殆どでしたが、最近
は米づくり農家も数える程になってし
まいまし
た。近年、
新しい区
民も増加

している中、自治
会では区民の親睦
を深めるため一年
を通して様々

な行事を催しています。学校が夏休み
に入った８月に行われる夏祭り・子ど
も祭りや、地区球技大会は区民総出の
一大イベントで今では地域の風物詩に
なりました。先祖伝来の秋葉大神祭
と併せて行われる９月の「粉ほう
とう祭り」では、若いお母さんや

子どもも参加して地区
の伝統を次世代に
引き継ごうと、あ
んこ入りほうとう
をみんなで手作り
し舌づつみをうち
ます。また、区民が
連帯して、よりよい

環境を目指して始めたのが「あいさつ運
動」です。朝夕の小学生登下校時に子ど
もと交わす「おはよう」「お帰り」の一
言が地域を明るくしています。特に通学
路 に は 、

「あいさつ
通り」と銘うっ

て「あいさつをし
ましょう」「町を
美しくしましょ
う」「時間を守り
ましょう」｢明る
く生きましょう｣
の標語を掲げ、運
動の推進を図りな
がら老若男女が温
かみのある地域づ
くりに取組んでい
ます。
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木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
は
、
竜
王

の
安
養
山
安
楽
寺
に
あ
り
ま
す
。
安

楽
寺
は
曹
洞
宗
の
お
寺
で
、
寛
永
元

年（
１
６
２
４
）に
創
建
さ
れ
ま
し
た
。

阿
弥
陀
如
来
坐
像
は
、
こ
の
寺
の
本

尊
で
す
。

阿
弥
陀
如
来
坐
像
は
、
像
高
３

８
・
８
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
面
幅
１
０
・
４
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
胸
奥

９
・
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
坐
奥
２
１
・
１
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
頭
部

は
小
さ
め
で
、
肉
髻

に
っ
け
い

は

低
く
、
地
髪
部
と
の
段
差
が
ゆ
る
や

か
で
、
ふ
っ
く
ら
と
し
た
丸
顔
。
目

鼻
立
ち
は
小
さ
め
、
両
目
は
上
下
の

ま
ぶ
た
の
弧
線
が
同
じ
で
大
き
く
開

い
た
杏
仁
形

き
ょ
う
に
ん
ぎ
ょ
う、
両
目
の
間
隔
が
広
く
、

小
さ
め
の
口
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
鎌
倉
時
代
か
ら
多
く
み
ら
れ
る

玉
眼
ぎ
ょ
く
が
ん
の
手
法
や
肘
や
手
、
左
右
袖
口

な
ど
に
後
補
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
多

く
の
特
徴
が
10
世
紀
前
半
に
造
立
さ

れ
た
笛
吹
市
八
代
町
瑜
伽
寺

ゆ

が

じ

に
あ
る

木
造
如
来
形
坐
像
と
非
常
に
よ
く
似

て
い
る
こ
と
か
ら
平
安
時
代
前
期
、

10
世
紀
前
半
か
ら
半
ば
に
か
け
て
の

造
立
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
は
、
甲
斐

市
内
に
お
い
て
古
い
仏
像
で
あ
る
だ

け
で
な
く
県
内
で
も
古
い
阿
弥
陀
如

来
像
と
し
て
、
非
常
に
重
要
な
作
例

で
す
。
安
楽
寺
創
建
と
時
期
差
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
安
楽
寺
の
前
身
寺
院

あ
る
い
は
、
ゆ
か
り
の
深
い
寺
院
か

ら
伝
え
ら
れ
た
像
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

安
倍
あ

べ

加
賀
守

か
が
の
か
み

勝
宝
か
つ
と
み（
又
は
か
つ
と

き
）、
享
禄
３
年
（
１
５
３
０
）
頃
〜

天
正
10
年
（
１
５
８
２
）。
は
じ
め
五

郎
左
衛
門
尉
の
ち
に
加
賀
守
と
称

し
、
武
田
信
玄
の
使
番
十
二
人
衆
い

わ
ゆ
る
百
足

む
か
で

指
物
衆

さ
し
も
の
し
ゅ
う（
側
近
で
あ
り

伝
令
役
）
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

ム
カ
デ
と
い
う
の
は
攻
撃
性
が
高

く
、
後
ろ
に
は
下
が
ら
な
い
。
ま
た
、

武
神
「
毘
沙
門
天
」
の
使
い
で
あ
る

こ
と
か
ら
武
士
の
間
で
は
シ
ン
ボ
ル

の
一
つ
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。

高
遠
城
主
と
な
っ
た
勝
頼
の
重
臣

と
し
て
抜
擢
さ
れ
、
江
戸
時
代
初
め

に
出
版
さ
れ
た
「
甲
陽
軍
艦
」
に
よ

る
と
、
信
玄
が
勝
頼

に
対
し
て
「
い
く
さ

の
指
し
引
き
は
五
郎

左
衛
門
（
勝
宝
）
次
第

た
る
べ
し
」
と
言
っ

た
ほ
ど
戦
上
手
で
信

頼
を
得
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。天

正
10
年
（
１
５
８
２
）
武
田
氏
滅

亡
の
際
、
天
目
山
中
に
お
い
て
討
死
、

首
級
は
家
臣
に
よ
っ
て
安
倍
氏
の
菩

提
寺
で
あ
る
妙
善
寺
に
持
ち
込
ま

れ
、
葬
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
３
基

の
宝
篋
印
塔
の
内
、
中
央
が
勝
宝
、

左
右
が
高
遠
城
で
討
死
し
た
長
男
貞

直
（
左
）、
次
男
道
忠
（
右
）
の
も
の
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

木
造

も
く
ぞ
う

阿
弥
陀
如
来

あ
み
だ
に
ょ
ら
い

坐
像

ざ
ぞ
う

市
指
定
彫
刻

平
成
16
年
７
月
12
日
指
定

安
倍

あ

べ

加
賀
守

か
が
の
か
み

の
墓は

か市
指
定
史
跡

昭
和
41
年
５
月
17
日
指
定



第28回山日ＹＢＳ旗争奪市町村対抗一般
男子ソフトボール大会結果
６月２日（土）から14日（木）にかけて緑が丘球技場

を主会場に県内市町村28チームが熱戦を繰り広げ、
甲斐市Ａチー
ムが見事初優
勝を飾りまし
た。準決勝で
３連覇を目指

す南部チームに接戦で勝利
すると、雨の中行われた決
勝戦も白熱戦の末、身延チ
ームを下し栄冠を手に入れ
ました。

第12回山梨中央銀行杯
家庭婦人バレーボール大会結果
６月30日（土）と７月７日（土）の２日間、小瀬スポ

ーツ公園体育館で県内32チームが熱戦を繰り広げ、
竜王東クラブが接戦の末、準優勝しました。竜王東
クラブは９月に東京で開催される関東大会に出場し
ます。みなさんの応援をよろしくお願いします。

第４回全日本一般男子ソフトボール大会
が甲斐市で開催
８月４日（土）から６日（月）にかけて、釜無川スポ

ーツ公園、双葉スポーツ公園、敷島総合公園で第４
回全日本一般男子ソフトボール大会が開催されます。
全国から強豪チームが参加するなか、本市から甲斐
体協一般男子双葉チームが出場します。地元甲斐市
で開催されますのでみなさんの応援をお願いします。

B＆G海洋センタープール日程表
開館期間 敷島Ｂ＆Ｇ海洋センター

開館中～９月30日（日）
双葉Ｂ＆Ｇ海洋センター
開館中～11月30日（金）

開館時間 午前10時～正午（午前の部）
午後１時～５時（午後の部）
午後６時～９時（夜間の部）

注意事項
・入泳する際には、スイミングキャップの着用が
義務付けられています。

・幼児および夜間の小中学生の利用は、必ず保護
者同伴でお願いします。
料金表

■問い合わせは…教育委員会スポーツ振興課　
0551（20）3656

○双葉B＆G海洋センター（毎週火曜日休館）
甲斐市宇津谷1957 0551（28）6004

○敷島B＆G海洋センター（毎週月曜日休館）
甲斐市島上条2527-1 055（277）7767
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甲斐市スポーツ施設開放
一斉開放
場　所 双葉公民館ホール
日　時 ８月20日（月）

・学校体育施設（ ９月分） 午後７時～
・社会体育施設（10月分） 午後８時～

随時開放
場　所 スポーツ振興課・竜王北部公民館・敷島公

民館窓口
日　時 ８月23日（木）～

午前８時30分～午後５時30分
・学校体育施設（ ９月分）
・社会体育施設（10月分）

■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

市内支部対抗軟式野球大会結果
６月17・24日（日）の２日間にわたり釜無川スポ

ーツ公園を主会場に開催され、市内23チームが参加
し熱戦を繰り広げました。

Ａパート
優勝 万才１区、下八幡２区
※雨天のため決勝戦は実施せず２チームとも優勝
第３位 下八幡１・３区、富竹新田４区
Ｂパート
優勝 新居区　準優勝 敷島台区　第３位 双葉７区

県体育祭りバドミントン甲斐市予選会結果
６月24日（日）敷島体育館で開催され、男子12組、

女子８組が参加し、県体育祭りの出場権をかけ熱戦
を繰り広げました。結果は次のとおりです。（敬称略）
男子ダブルス
優勝 川路武司・古屋佳男

準優勝 五味勇・西川信吾
３位 岩下竜也・小倉裕哉
女子ダブルス
優勝 住野藍・加藤礼子
準優勝 中島久仁子・矢崎詠子
３位 斉藤寛子・永田克美

第３回甲斐市陸上競技記録会結果
７月１日（日）櫛形総合公園陸上競技場で開催され、

熱戦を繰り広げました。結果は次のとおりです。（優
勝者のみ掲載。敬称略）
小学生男子の部
1 0 0 ｍ　井上陸
16秒32
8 0 0 ｍ　井上陸
２分51秒79
小学生女子の部
100ｍ　遠藤紗希
15秒78
800ｍ　猪股茜音
３分04秒61
40歳代男子の部
1500ｍ　増田康彦　４分38秒88
5000ｍ　井上昇　21分32秒06

50歳代男子の部
1500ｍ　矢嶋千明
４分49秒37
5000ｍ　新海賢一
17分27秒48
走幅跳　清水直樹
４ｍ56
成年女子の部
1500ｍ　増田奈々実
５分20秒22

第20回全国健康福祉祭りスポーツ交流大
会山梨県予選ソフトボールの部結果
６月３日（日）長坂小グラウンドで開催され、甲斐

市体協シニア敷島チームが接戦を制し、見事優勝し
ました。甲斐市体協シニア敷島チームは11月に茨城
県で開催される全国大会に出場します。みなさんの
応援をよろしくお願いします。

15
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『夏休み子ども映画会』
（短いお話をいくつか上映します）
日時　８月２日（木）・３日（金）午後１

時30分開演（１時開場）
場所 竜王図書館２階視聴覚室
定員 先着180名

『ダ・ヴィンチコード』
2006年/コロンビア/150分/吹
き替え版　監督/ロン・ハワード
出演/トムハンクス　他

日時 ８月４日（土）午後１時30分開
演（１時開場）

場所 竜王図書館２階視聴覚室
定員 先着180名
日時　８月５日（日）午後１時30分開

演（１時開場）
場所 敷島総合文化会館大ホール
定員 先着270名

『ハッピーフィート』
2007年/オーストラリア、アメ
リカ/108分/アニメーション
監督/ジョージ・ミラー

日時　８月19日（日）午後１時30分開
演（１時開場）

場所 敷島総合文化会館大ホール
定員 先着270名

上映会のお知らせ

平成19年度非核平和推進事業～朗読会・映画上映会・写真展～

８月15日は終戦記念日です。核兵器廃絶平和都市を宣言して
いる甲斐市では、戦争の恐ろしさ、平和の尊さを学ぶ機会として
戦争平和朗読会・映画上映会、原爆・戦争写真展を開催します。
朗読会・映画上映会（入場無料）
日時 ８月11日（土）午後１時30分開演（１時開場）
場所 敷島総合文化会館大ホール（定員270名）
朗読会 「おこりじぞう」 出演　みどりの風
上映会 「アイスエイジ２」(2006年/米/91分/カルロス・サン　

ダーニャ監督）
日時 ８月12日（日）午後１時30分開演（１時開場）
場所 竜王図書館２階視聴覚室（定員180名）
朗読会 「もうひとつのたなばた」「くぎスープ」

出演　ききみみずきんおはなしの会
上映会 「アイスエイジ２」(2006年/米/91分/カルロス・サン　

ダーニャ監督）
写真展
広島・長崎の原爆や甲府空
襲の記録写真を展示します。
（協力：日本非核宣言自治体
協議会、山梨県教職員組合）
８月４日（土）～16日（木）
竜王図書館２階ホール
敷島総合文化会館ロビー
双葉ふれあい文化会館エン
トランスホール

イベントのお知らせ
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開館時間 ●平日：午前９時～午後7時　●土・日：午前９時～午後5時
８月のおやすみ 定例休館日 ６日（月）、13日（月）、20日（月）、27日（月）

月末整理日 31日（金）

内容 読み聞かせ、パネルシ
アター、おりがみなど

対象 ３歳～
日時 ８月11日（土）、25日（土）

午前10時30分～11時15
分

場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、読み聞かせ、パネル

シアター、工作など

日時 ８月４日（土）
午前10時30分～正午

場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、ゲーム

日時 ８月18日（土）
午前10時30分～11時30分

場所 竜王図書館おはなしコーナー
テーマ おばけの国へ

いらっしゃ～い！
内容 お話、ブックトーク、工作

対象 ０歳～１歳６か月
日時 ８月２日（木）、16日（木）

午前10時30分～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 わらべうた、読み聞かせ、

手袋人形、絵本の紹介

対象 １歳６か月～３歳
日時 ８月２日（木）、16日（木）

午前11時10分～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 手袋人形、読み聞かせ、手

遊び、パネルシアターなど

対象 幼児～
日時 ８月４日（土）午後２時～

聞いて味わう本の世界。今月は特
別版として、夏の夜を彩るコース
を用意いたしました。どなたでも
お気軽にご来店ください。

日時 ８月24日（金）
午後７時30分～

場所 竜王図書館視聴覚室
テーマ　「アウトローの世界を読む

ー甲州遊侠伝ー」
メニュー　　「甲州遊侠伝」竹内勇太郎

著、「からくり乱れ蝶」諸
田玲子　著　他

板前 ねの会
助っ人板前　あやの会

日時 ８月９日（木）、23日（木）
場所 竜王図書館おはなしコーナー
・ひよこ組
対象 ５か月～１歳６か月
時間 午前10時15分～10時45分
内容 読み聞かせ、手遊びなど

・こぐま組
対象 １歳６か月～３歳
時間 午前11時～11時30分

場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 手袋人形、わらべうた、読

み聞かせ、パネルシアター
など

対象 幼児～
日時 ８月18日（土）午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 手袋人形、わらべうた、読

み聞かせ、パネルシアター
など

日時 ８月１日（水）～５日（日）
場所 敷島図書館
内容 雑誌のバックナンバー

（2003年４月～2004年３
月）どれでも10円でどうぞ
（無くなり次第終了）

対象 就園前の乳幼児
日時 ８月９日（木）

午前11時～11時30分
場所 双葉図書館おはなしコーナー
内容 読み聞かせ、手遊び、パネ

ルシアターなど

対象 幼児・小学生
日時 ８月11日（土）、25日（土）

午前10時30分～11時
場所 双葉図書館おはなしコーナー
内容 読み聞かせ、パネルシアター

など

対象 幼児・小学生
日時 ８月21日（火）午後４時～
場所 双葉図書館２階視聴覚室
内容 読み聞かせ、手遊び、パネ　

ルシアターなど

しろくまちゃんのおへや

朗読のおいしいお店
おきらく亭　～特別版～

キッズぷらねっと　
～ストーリーテリング編～

敷島図書館

双葉図書館

えほんのにわ

らいおんちゃんのゆりかご

らいおんちゃんのへや

おはなしのもり

ふうせん劇場

竜王図書館

キッズぷらねっと

こぐまちゃんのおへや

おはなしのとびら

こわいおはなし会

● 開館時間の繰り上げについて ●
市内の図書館では、学校の夏休み期間中について、平日の開館時間
を１時間繰り上げて午前９時からとします。ぜひご利用ください。
期間　７月24日（火）～８月30日（木）

敷島図書館サマー・フェスティバル
古本市
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双葉ふれあい文化館において、音楽の絵本プ
レミアムコンサートが行われました。これは動
物たちによるクラシックコンサート。勇壮なマ
ンボや優雅なワルツなど様々な曲が演奏され不
思議な音楽の世界が繰り広げられました。子ど
もたちはお気に入りの団員が出てくると大きな
拍手を送っていました。

竜東小のびっこ祭り　６月13日●

今年４月から始まった玉幡中での学力向上推進
事業。この事業は子どもたちによる「学び合い・
支え合える授業」を通して学力を高めていこう
というもの。この日は保護者・地域・学校関係
者に授業の様子が公開され、来校者は和太鼓を
テーマにし
た音楽やジ
ェット機の
騒音問題か
ら人権と公
共の福祉を
考える社会
の授業など
を見学しま
した。授業
後、市内の教職員も含め
た授業研究会が行われ、
その成果を他の４中学校
にも広めるべく活発な意
見交換が行われました。

竜王北小学校において、日本航空学園太鼓アカデミ
ー「太鼓衆猿」15名による太鼓の演奏が行われました。
この催しは、PTA教養部の事業として「親子で楽しも
う」をテーマに開催。和太鼓や洋楽器を取り入れた勇
壮な太鼓演奏を親子で堪能しました。屋台ばやし・モ
ンキーモンキーモンキーなどが演奏され、手拍子しな
がら一緒に楽しみました。また、演奏の合間に行われ
たクイズでは、太鼓の張りに使用されている動物の皮

は何の動物
か問題が出
題され、子
どもたちが
思い思いに
答え楽しい
時間を過ご
しました。

竜王東小学校で毎年恒例の「のびっこ祭り」を開催。児
童会が中心となり、たてわりグループに分かれ自分たちで
出し物や景品などを考え準備を進めた手作りのお祭り。当
日は、保護者や地域のみなさんが訪れ大盛況。「うちのお店
にきてくださーい」と呼び込みの声も飛び交い、訪れた人
からは「いろいろなアイデアがありびっくり。子どもたち
の一生懸命さが伝わってくる」「上級生が下級生の世話を自
然にしている姿に感心した」といった声が聞かれました。

●６月17日　動物たちが奏でるコンサート

●６月15日　竜北小に響いた太鼓の音色

●６月20日　玉中学力向上推進事業　

ミュージカルにチャレンジ ７月１日●　

10月に双葉ふれあい文化館で公演される小中学生
参加型ファミリーミュージカルのオーディションが
行われ、100人を超す応募者がオーディションにチ
ャレンジしました。全体で発声やダンスを指導され
た後、せりふ読みと歌を一人ずつ審査員の前で発表。
緊張で本来
の実力を出
せない子も
い ま し た
が、みんな
真剣な表情
で臨んでい
ました。
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中央市の県消防学校で甲府地区消防団員総合訓練大
会が行われました。甲斐市消防団も参加し、消防団の
基本動作である消防訓練礼式やポンプ車操法、小型ポ
ンプ操法など団員が５月から週３回訓練してきた成果
を披露しました。

●７月７日　ホクホクでGood
保育園で七夕まつり・夕涼み会

７月６日・７日●

竜王北中学校において、社会を明るくする
運動の一環で保護司による一日先生が行われ
ました。仲良し３人組のうちの一人から部活
帰りにタバコを吸ってみようと誘われたスト
ーリーの続きを、自分が同じ場面に遭遇した
と仮定して作ってみることに。生徒たちは、
活発にそれぞれの意見を出し合っていまし
た。

今年も河川愛護月間の一環で富士川流域河川一斉清
掃が行われました。市でも市民・地域の中学生・企業
のボランティアなど大勢の参加者が早朝６時より釜無
川沿いの信玄堤公園とライオンの森に集まり、ごみ袋
を手に河川敷や公園内のごみを拾いました。空き缶・
ペットボトル・ビニール袋など拾い集めたごみは、可
燃ごみと不燃ごみに分別され集積場所へ。年々集めら
れるごみの
量も減って
おり、これ
らの活動を
通してみな
さんのごみ
に対する意
識も変わっ
ているよう
です。

釜無川をみんなできれいに　７月７日●　

竜王西保育園
で七夕まつりが
行われました。
七夕にまつわる
お話を聞き紙芝
居を見た後、そ
れぞれの願いご
とを書いた短冊
を笹に飾り園庭
に飾りました。
竜王北保育園

では夕涼み会を
開催。浴衣姿の
園児たちが手作
りのみこしをか
ついで初夏のお
祭り気分を味わ
いました。

訓練成果を披露　７月１日●　

ゆうのう敷島が企画する「お百姓さん倶
楽部」のじゃがいも掘りが行われ、畑を借
りているオーナーのみなさんがじゃがい
もを傷つけないようにと気をつけながら
スコップやシャベルで収穫をしました。
作業後、収穫したじゃがいもはその場で
茹で上げられ、さっそく試食。「掘りたて
の茹でたては、ホクホクでグー。おいし
い」と喜んでいました。

●７月４日　竜北中で保護司による
一日先生
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田草川　富美子（島上条）

岩瀬　和美（龍地） （株）中村建設（万才）

瀧口　ひろ子（西八幡）藤原　強（大下条） 仙洞田　邦男（篠原）

平成19年度「生け垣・花壇」「ハンギング・コ
ンテナ」コンクールの審査会が６月15日に行われ
ました。
６人の審査員による書類および現地審査の結果、

応募作品33点の中から次のみなさんが入賞し、７
月11日の表彰式で入賞楯などが贈られました。ご
応募いただいたみなさん、ありがとうございました。
市では、「ガーデンシティ・甲斐」を目指す取り

組みとして生け垣や花壇づくりを推進しています。
住宅などの公道に面した部分に新たに生け垣や花
壇をつくる場合、その費用を補助する制度があり
ますのでぜひご活用ください。
来年度もより多くのご応募をお待ちしております。

■問い合わせは…
緑化推進課（竜王庁舎２階）
０５５（２７８）１６７１
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望月　真佐子（西八幡） 村上　律子（島上条）

名執　洋子（名取）増田　和子（篠原）村澤　美智子（龍地）

近藤　直子（島上条）

レ
ベ
ル
の
高
い
作
品
の

数
々
に
、
花
と
緑
の
風
景
が

甲
斐
市
全
体
へ
広
が
っ
て
い

る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

緑
の
中
に
花
を
あ
し
ら

い
、
そ
の
奥
の
風
景
ま
で
も

想
像
さ
せ
る
お
庭
は
、
心
に

さ
わ
や
か
な
風
が
通
り
抜
け

る
よ
う
な
、
居
心
地
の
良
さ

を
感
じ
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、

思
い
入
れ
の
あ
る
自
分
の
ス

ペ
ー
ス
を
大
切
に
、
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。み

な
さ
ん
の
花
と
緑
に
対

す
る
愛
情
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、
最
後
ま
で
温
か
い
気

持
ち
で
審
査
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

審
査
委
員
長

フ
ラ
ワ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

渡
辺
ひ
さ
子
さ
ん

講
評
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次
の
職
種
に
つ
い
て
臨
時
職
員
の
登

録
者
を
募
集
し
ま
す
。

職
種保

育
士
・
栄
養
士
・
調
理
員
・
保
健
師

応
募
資
格

保
育
士
は
、
保
育
士
資
格
取
得
者

栄
養
士
は
、
栄
養
士
免
許
取
得
者

保
健
師
は
、
保
健
師
資
格
取
得
者

任
用

臨
時
職
員
登
録
者
名
簿
に
登
録

さ
れ
、
職
員
に
欠
員
等
が
生
じ
た
場

合
、
選
考
の
う
え
任
用
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
人
事
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
４

毎
年
１
回
、
誕
生
月
の
初
旬
に
「
現
況

届
」
を
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
受

給
者
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
年
金
を
引
き
続
き
受
け
る

権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
返
送
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

現
在
、
社
会
保
険
庁
で
は
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
受
給

者
の
現
況
確
認
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

現
況
届
、
あ
る
い
は
裁
定
請
求
書
に

住
民
票
コ
ー
ド
の
記
入
を
し
た
人
に
つ

い
て
は
現
況
届
の
提
出
が
不
要
と
な
り

ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
届
け
出
が
引

き
続
き
必
要
で
す
。
提
出
が
必
要
な
届

け
出
は
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か

ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

①
加
給
年
金
額
を
受
け
て
い
る
場
合

（「
生
計
維
持
確
認
届
」）

②
障
害
の
程
度
の
確
認
の
た
め
「
診
断

書
」
の
提
出
が
必
要
な
場
合
（「
障
害

状
態
確
認
届
」）

③
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
記

録
と
照
合
で
き
な
か
っ
た
場
合

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
社
会
保
険
事

務
所

０
５
５
（
２
７
８
）
１
１
０
５

耐
震
診
断
と
は
、
地
震
に
対
し
て
の

建
物
の
安
全
性
を
評
価
す
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。

市
で
行
う
耐
震
診
断
は
、
簡
易
診
断

で
あ
り
、
精
密
診
断
や
補
強
計
画
等
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
診
断
を
受
け
ら
れ
る
の
は
…

本
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登

録
さ
れ
て
お
り
、
自
己
の
所
有
す
る
既

存
木
造
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
人
で
す
。

対
象
建
築
物
と
な
る
主
な
要
件
は
…

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
も
の

・
木
造
在
来
軸
組
工
法
で
建
築
さ
れ
た

も
の

・
２
階
建
て
以
下
、
延
べ
床
面
積
３
０

０
㎡
以
下
の
住
宅

申
込
期
間

８
月
31
日
（
金
）
ま
で

診
断
実
施

11
月
頃
か
ら
（
予
定
）

※
最
近
、
業
者
が
市
役
所
よ
り
委
託
（
依

頼
）
さ
れ
た
と
偽
っ
て
各
家
庭
を
訪
問

し
、
不
必
要
な
作
業
を
行
い
多
額
の

費
用
を
要
求
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。

※
市
で
は
、
無
作
為
に
各
家
庭
を
訪
問

し
作
業
を
行
う
よ
う
な
業
務
委
託
（
依

頼
）は
、
一
切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

建
設
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
８

既
存
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
を

実
施
す
る
人
に
、
工
事
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

対
象

市
の
木
造
住
宅
耐
震
診
断
等
を

実
施
し
、
そ
の
結
果
が
総
合
評
点
0.7

未
満
「
倒
壊
の
危
険
あ
り
」
と
診
断
さ

れ
た
木
造
住
宅
を
補
強
す
る
た
め
に

行
う
耐
震
改
修
工
事

補
助
額

耐
震
改
修
工
事
費
（
精
密
診
断

や
補
強
計
画
等
を
含
む
）
の
２
分
の
１

以
内
、
か
つ
60
万
円
が
限
度
額

※
詳
し
く
は
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
建
設
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
８

市
で
は
、
毎
年
計
量
法
に
基
づ
き
、

一
定
期
間
を
経
過
し
た
水
道
メ
ー
タ
ー

を
無
料
で
取
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。（
漏
水
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、

修
理
内
容
に
よ
り
別
途
修
理
費
が
か
か

り
ま
す
）

該
当
す
る
ご
家
庭
に
、
市
の
委
託
業

者
が
身
分
証
を
携
帯
し
て
伺
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
の

自
動
車
等
の
障
害
物
や
庭
で
の
ペ
ッ
ト

の
放
し
飼
い
で
作
業
が
困
難
と
な
る
場

合
が
あ
る
の
で
、
作
業
し
や
す
い
状
態

に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報

… 敷島第２庁舎

… 双葉公民館

敷
２
双
公

竜 … 竜王庁舎

敷 … 敷島庁舎

双 … 双葉庁舎
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住 民 基 本 台 帳 の 閲 覧 結 果
（平成19年６月）

■申請者　東京大学大学院人文社会系　　
研究科

■閲覧の目的 「2007年度社会意識に　
関する調査」の対象者抽出のため
■閲覧結果の公表時期とその媒体名　　　
平成21年３月、国立国会図書館ホー
ムページに掲載予定
■閲覧地域　島上条
■閲覧件数　５件

臨
時
職
員
登
録
の
お
知
ら
せ

年
金
を
受
け
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

木
造
住
宅
耐
震
診
断
を

無
料
実
施
し
ま
す

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
費
を

補
助
し
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
に
つ

い
て



・
取
替
え
対
象
地
区
と
期
間

対
象
区
域

奇
数
月
検
針
地
区

（
竜
王
お
よ
び
双
葉
地
区
）

期
間

８
月
中
旬
〜
９
月
上
旬
（
１
回
目
）

10
月
中
旬
〜
11
月
上
旬
（
２
回
目
）

対
象
区
域

偶
数
月
検
針
地
区

（
竜
王
お
よ
び
双
葉
地
区
）

期
間

９
月
中
旬
〜
10
月
上
旬
（
１
回
目
）

11
月
中
旬
〜
12
月
上
旬
（
２
回
目
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
水
道
局
工
務
課

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
３
４

最
近
「
市
役
所
の
ほ
う
か
ら
来
ま
し

た
」「
排
水
管
の
清
掃
や
点
検
は
法
律
で

決
ま
っ
て
い
ま
す
」
と
強
引
に
勧
誘
し
、

宅
地
内
の
排
水
管
を
清
掃
し
て
、
多
額

の
代
金
を
請
求
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

市
役
所
で
は
、
こ
の
よ
う
な
あ
っ
せ

ん
行
為
は
一
切
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

排
水
管
の
清
掃
や
修
理
は
、
個
人
の
判

断
で
行
う
も
の
で
す
。
排
水
管
は
、
定

期
的
に
清
掃
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
快

適
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
本
当
に
清
掃
が
必
要
な
状

況
な
の
か
、
良
く
考
え
て
か
ら
業
者
に

依
頼
し
ま
し
ょ
う
。
清
掃
が
必
要
な
状

況
か
判
断
し
か
ね
る
場
合
は
、
下
水
道

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

融
資
あ
っ
せ
ん
の
限
度
額
を
80
万
円

ま
で
引
き
上
げ
ま
し
た
。

供
用
開
始
か
ら
早
期
に
下
水
道
へ
接

続
す
る
世
帯
に
対
し
、
工
事
費
を
無
利

子
で
借
り
ら
れ
る
有
利
な
融
資
あ
っ
せ

ん
制
度
で
す
。

●
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

融
資
額

一
世
帯
に
つ
き
80
万
円
ま
で

返
済
期
間

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
３
年
以
内

返
済
方
法

毎
月
元
金
均
等
償
還

●
水
洗
便
所
改
造
助
成
金
制
度

供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
の
く
み
取

り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
し
て
下
水

道
に
接
続
す
る
工
事
を
行
う
使
用
者
に

対
し
、
最
高
７
万
円
の
水
洗
便
所
改
造

助
成
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
貸
住
宅
に

つ
い
て
も
助
成
し
ま
す
。

融
資
あ
っ
せ
ん
お
よ
び
水
洗
便
所
改

造
助
成
金
を
受
け
ら
れ
る
条
件
な
ど
詳

細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
下
水
道
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

敷
島
地
区
は
、
上
水
道
が
甲
府
市
上

下
水
道
局
か
ら
、
下
水
道
は
甲
斐
市
か

ら
の
請
求
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
は

別
々
の
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
引
越
し
の
際
の
連
絡
方
法

敷
島
地
区
に
お
住
ま
い
の
人
が
、
転

出
ま
た
は
転
居
す
る
際
は
、
お
手
数
で

も
次
の
手
順
に
よ
っ
て
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
こ
の
連
絡
に
よ
っ
て
甲
府
市

水
道
料
、
甲
斐
市
下
水
道
使
用
料
を
精

算
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

連
絡
事
項

氏
名
、
転
出
日
、
転
出
先
、
電
話
番
号

①
甲
府
市
上
下
水
道
局
に
連
絡

０
５
５
（
２
２
８
）
３
３
１
１

②
甲
斐
市
下
水
道
課
に
連
絡
　

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

平
成
17
年
４
月
１
日
時
点
に
お
い
て
、

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る

人
が
い
な
い
場
合
に
は
、
次
の
対
象
者

順
位
で
最
初
に
該
当
す
る
ご
遺
族
一
人

に
対
し
、
額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の

記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者

１
　
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
　
戦
没
者
等
の
子

３
　
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉

妹
（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
等
と
氏
が
同

じ
で
あ
る
人
）

４

３
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹

５
　
１
か
ら
４
以
外
の
３
親
等
内
の
親

族
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
人
に
限
ら
れ
ま
す
）

請
求
期
限

平
成
20
年
３
月
31
日

請
求
方
法

各
庁
舎
の
福
祉
担
当
に
請

求
用
紙
等
が
あ
り
ま
す
の
で
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
国
保
援
護
課
援
護
恩
給
担
当

０
５
５
（
２
２
３
）
１
４
５
４

福
祉
課
敷

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
４

竜
王
支
所
地
域
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

双
葉
支
所
地
域
課
双

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
１

プ
レ
イ
ル
ー
ム
・
リ
ラ
ッ
ク
ス
ル
ー

ム
・
食
堂
が
あ
り
、
甲
斐
市
在
住
（
３
歳

未
満
）
の
親
子
が
自
由
に
使
え
ま
す
。
土

曜
日
も
開
館
し
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
遊
び
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

リ
ズ
ム
遊
び
や
、
読
み
聞
か
せ
、
わ
ら

べ
う
た
を
親
子
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
10
時
50
分
　

※
実
施
日
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

対
象
年
齢

火
曜
・
水
曜
　

６
か
月
〜
１
歳
６
か
月

木
曜
・
金
曜

１
歳
６
か
月
〜
３
歳
未
満

歌
を
歌
っ
た
り
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

体
を
使
っ
て
遊
び
ま
す
。

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報
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こ
ん
な
セ
ー
ル
ス
に
ご
注
意
を

敷
島
地
区
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
充
実
し
ま
し
た

第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
支
給

子
育
て
ひ
ろ
ば

ぽ
け
っ
と
ひ
ろ
ば

（
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
）

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

下
水
道
課
か
ら



日
時

８
月
24
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

対
象１

歳
６
か
月
〜
３
歳
未
満
児
の
親
子

講
師

窪
田
音
楽
教
室

窪
田
敏
子
さ
ん

定
員

15
名
（
予
約
制
）

申
込
受
付

８
月
２
日
（
木
）
午
前
９
時
30
分
〜

窓
口
に
て
直
接
受
け
付
け
ま
す
。

迫
力
の
あ
る
歌
声
と
リ
ズ
ム
感
を
体

感
し
ま
し
ょ
う
。

日
時８

月
31
日
（
金
）
午
前
10
時
30
分
〜

出
演

甲
府
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ラ
ブ

保
育
園
・
児
童
館
の
情
報
提
供
、
育

児
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
面
接
相
談

の
ほ
か
電
話
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す

子
育
て
相
談
専
用
電
話
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
６
０

子
育
て
経
験
や
知
識
を
生
か
し
、
子

ど
も
た
ち
と
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
協

力
し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
場
所

子
育
て
ひ
ろ
ば
（
敷
島
第
２
庁
舎
）

活
動
内
容

子
育
て
教
室
の
講
師
・
子

育
て
講
演
会
参
加
者
の
託
児
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
ひ
ろ
ば
敷
２
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
７
６
２

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報

… 敷島第２庁舎

… 双葉公民館

敷
２
双
公

竜 … 竜王庁舎

敷 … 敷島庁舎

双 … 双葉庁舎
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ゴ
ス
ペ
ル
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

子
育
て
相
談

子
育
て
ひ
ろ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集



受
給
者
は
毎
年
現
況
届
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
況
届
の
用
紙
は
該
当
す
る
み
な
さ

ん
へ
お
送
り
し
ま
す
。

引
き
続
き
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、

現
況
届
を
提
出
し
な
い
場
合
は
手
当
て

を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

20
歳
未
満
で
、
次
の
程
度
の
障
害
を

有
す
る
在
宅
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

保
護
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
１
級
　
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

ま
た
は
療
育
手
帳
A
１
・
A
２
　
　
　
　

月
額

５
０
、
７
５
０
円
　
　
　
　
　
　

②
２
級
　
身
体
障
害
者
手
帳
３
・
４
級

の
一
部
、
ま
た
は
療
育
手
帳
A
３
・

B
ー
１
の
一
部

月
額

３
３
、
８
０
０
円
　
　
　
　
　
　

●
特
別
障
害
者
手
当

身
体
ま
た
は
精
神
に
著
し
く
重
度
で

永
続
す
る
障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生

活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
要
す

る
在
宅
の
20
歳
以
上
の
人
で
、
重
度
の

障
害
が
重
複
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

月
額

２
６
、
４
４
０
円
　
　
　
　
　
　

●
障
害
児
福
祉
手
当

身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
で
永
続
す

る
障
害
の
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
20

歳
未
満
の
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

月
額

１
４
、
３
８
０
円
　
　
　
　
　
　
　

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
は
…

福
祉
課
敷

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
４
　

竜
王
支
所
地
域
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６
　

双
葉
支
所
地
域
課
双

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
１

国
税
か
ら
地
方
税
へ
の
税
源
移
譲
に

伴
い
、
７
月
１
日
申
請
分
（
受
付
分
）
か

ら
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
額

等
の
所
得
基
準
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

変
更
内
容
は
…

１
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
障
害
児
支
援

施
設
に
係
る
利
用
者
負
担
額
の
軽
減

措
置
の
基
準

・
軽
減
対
象
と
な
る
世
帯
全
員
の
市
民

税
所
得
割
合
計
額
が

「
10
万
円
未
満
」→

「
16
万
円
未
満
」
に

２
自
立
支
援
医
療
の
支
給
対
象
お
よ
び

負
担
上
限
月
額
設
定
に
係
る
所
得
区

分
の
基
準

（
１
）
重
度
か
つ
継
続
の
場
合

・
負
担
上
限
月
額
５
、
０
０
０
円
と
な
る

人
の
世
帯
の
市
民
税
所
得
割
合
計
額
が

「
２
万
円
未
満
」→

「
３
万
３
千
円
未

満
」
に

・
負
担
上
限
月
額
１
０
、
０
０
０
円
と
な

る
人
の
世
帯
の
市
民
税
所
得
割
合
計
額

が
「
２
万
円
以
上
20
万
円
未
満
」→

「
３
万
３
千
円
以
上
23
万
５
千
円
未

満
」
に

（
２
）
重
度
か
つ
継
続
以
外
の
場
合

・
支
給
対
象
外
と
な
る
人
の
世
帯
の
市

民
税
所
得
割
合
計
額
が

「
20
万
円
以
上
」→

「
23
万
５
千
円
以

上
」
に

※
自
立
支
援
医
療
の
「
世
帯
」
と
は
、
自

立
支
援
医
療
を
受
診
す
る
人
が
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
が
健
康
保
険
や

共
済
組
合
の
場
合
に
は
扶
養
・
被
扶

養
の
関
係
に
あ
る
人
全
員
、
国
民
健

康
保
険
の
場
合
に
は
一
緒
に
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
全
員
を

い
い
ま
す
。

※
す
で
に
交
付
さ
れ
て
い
る
受
給
者
証

の
負
担
上
限
額
は
、
有
効
期
限
ま
で

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

３
補
装
具
費
、
日
常
生
活
用
具
給
付
の

支
給
対
象
の
基
準

・
支
給
対
象
外
と
な
る
人
の
世
帯
の
最

多
納
税
者
の
市
民
税
所
得
割
額
が

「
50
万
円
以
上
」→

「
46
万
円
以
上
」

■
問
い
合
わ
せ
は
…
福
祉
課
敷

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
４
　

募
集
住
宅

市
営
田
畑
団
地
２
号
棟
２

０
３
号
﹇
３
D
K
﹈（
甲
斐
市
宇
津
谷

４
６
５
８
番
地
２
）

選
考

市
営
住
宅
の
入
居
基
準
で
行
い

ま
す
。
な
お
、
同
居
親
族
が
あ
る
希

望
者
を
優
先
し
ま
す
。

募
集
方
法

申
込
用
紙
を
建
設
課
、
双

葉
・
敷
島
支
所
各
地
域
課
で
配
布
し

ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
入
居
者
は
入
居
条
件
等

審
査
の
う
え
決
定
し
ま
す
が
、
該
当

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

申
込
期
間

８
月
１
日
（
水
）
〜
14
日
（
火
）

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

抽
選
日（
予
定
）
８
月
21
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
（
田
畑
団
地
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
建
設
課
竜
　

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
８

日
程

９
月
23
日
（
日
）
秋
分
の
日

対
象

成
人
男
子
１
名
　
　
　
　

内
容

山
縣
大
弐
の
扮
装
を
し
て
参
道

を
仮
装
行
列
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
商
工
観
光
課
双

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
４

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報
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特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手

当
、
障
害
児
福
祉
手
当
受
給
者
の
み
な

さ
ん
、
現
況
届
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

申
請
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
所
得
基
準

の
見
直
し
に
つ
い
て

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

柳
荘
大
弐
学
問
ま
つ
り

山
縣
大
弐
役
募
集



高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
長
年
に
わ
た

り
続
け
て
き
た
ス
ポ
ー
ツ
や
手
軽
に
行

う
こ
と
の
で
き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

み
、
健
康
増
進
と
生
き
が
い
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
大
会
で
す
。

日
時

９
月
８
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　
雨
天
決
行

主
催

い
き
い
き
山
梨
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
実
行
委
員
会

会
場

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

参
加
資
格

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

男
女
（
平
成
19
年
９
月
１
日
現
在
）

募
集
内
容

・
ジ
ョ
ギ
ン
グ（
約
３
km
）
15
人

・
ペ
タ
ン
ク

６
チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム
３
人
）

※
必
ず
３
人
１
組
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

３
ペ
ア
　
男
女
別

※
必
ず
ペ
ア
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
テ
ニ
ス

４
ペ
ア
（
男
子
ダ
ブ
ル
ス
、
女
子
ダ
ブ

ル
ス
）

※
必
ず
ペ
ア
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

20
人
　
男
女
個
人
戦

・
輪
投
げ

２
チ
ー
ム

﹇
１
チ
ー
ム
５
人
（
男
女
混
成
）﹈

※
必
ず
５
人
１
組
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

３
チ
ー
ム
﹇
１
チ
ー
ム
男
女
各
４
人

（
男
女
混
成
）﹈

※
チ
ー
ム
単
位
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
ク
イ
ズ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

１
チ
ー
ム
﹇
１
チ
ー
ム
５
人
（
男
女
混

成
）﹈
※
必
ず
５
人
１
組
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

・
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

３
チ
ー
ム
（
１

チ
ー
ム
２
人
）

※
必
ず
２
人
１
組
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
間

８
月
１
日
（
水
）
〜
３
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
募
集
人
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

高
齢
福
祉
課
敷

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
６
　

会
場

竜
王
南
部
公
民
館
・
南
部
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド

●
８
月
25
日
（
土
）

展
示
発
表

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

か
る
た
に
親
し
む

午
後
２
時
〜
４
時

●
８
月
26
日
（
日
）

開
会
式

午
前
10
時

舞
台
発
表

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

展
示
発
表

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

お
ま
つ
り
村

午
後
３
時
〜
８
時

（
模
擬
店
・
子
ど
も
の
あ
そ
び
・
み
ゆ

き
連
・
ジ
ャ
ズ
演
奏
・
抽
選
会
・
花

火
等
）

●
木
工
無
料
体
験

糸
ノ
コ
を
使
っ
て
小
物
づ
く
り

会
場

竜
王
南
部
公
民
館
工
作
室

日
時

８
月
26
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

受
付

当
日
工
作
室
に
て

対
象

子
ど
も
・
大
人
も
ど
な
た
で
も

定
員

40
名

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
南
部
公
民
館
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
１
１
　

竜
王
中
部
公
民
館

展
示

か
な
書
道
会
（
か
な
書
道
）

期
間

８
月
７
日（
火
）〜
10
月
２
日（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
中
部
公
民
館
　

０
５
５
（
２
７
６
）
５
７
８
２

専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導

の
も
と
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
水
中
で
体

を
動
か
す
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。

主
催

市
教
育
委
員
会

日
時

９
月
５
日
（
水
）
・
７
日
（
金
）
・

12
日
（
水
）
・
14
日
（
金
）
・
19
日

（
水
）
・
21
日
（
金
）

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

（
計
６

回
）

場
所

双
葉
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

参
加
料

１
、
０
０
０
円（
初
回
受
講
時
に
納
入
）

対
象

市
内
在
住
者

募
集
定
員

40
名

受
付
開
始

８
月
６
日
（
月
）
午
前
９
時

か
ら
電
話
に
て
受
付

持
ち
物

水
着
・
水
泳
キ
ャ
ッ
プ（
水
泳

キ
ャ
ッ
プ
は
必
ず
着
用
）
・
タ
オ
ル
等

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

市
内
の
愛
好
家
・
初
心
者
を
対
象
に

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
高
度
な
技
術
が
な
く
て
も
楽
し

め
ま
す
。

主
催

市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

日
時

８
月
22
日
（
水
）

午
前
９
時
〜
正
午

※
９
月
に
も
開
催
予
定
あ
り
。

場
所

赤
坂
台
総
合
公
園

参
加
資
格

市
内
在
住
者

参
加
料
　
無
料

※
用
具
の
貸
出
あ
り
。

申
込
方
法

会
場
に
て
随
時
受
付

■
問
い
合
わ
せ
は
…
体
育
協
会
事
務
局

（
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

主
催

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

参
加
資
格

市
内
在
住
・
在
勤
者
（
全
日
制
の
高
校

生
以
下
は
除
く
）

※
詳
し
く
は
開
催
要
項
参
照

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報

… 敷島第２庁舎

… 双葉公民館

敷
２
双
公

竜 … 竜王庁舎

敷 … 敷島庁舎

双 … 双葉庁舎
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い
き
い
き
山
梨
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

２
０
０
７
参
加
者
募
集

第
21
回
竜
王
南
部
公
民
館
ま
つ
り

ギ
ャ
ラ
リ
ー
紹
介

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
参
加
者
募
集

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
教
室

参
加
者
募
集

第
３
回
甲
斐
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
戦
参
加
チ
ー
ム
募
集



参
加
料

１
チ
ー
ム
２
、
０
０
０
円

※
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
未
登
録
団
体
は
、

１
、
０
０
０
円
の
協
会
登
録
料
が
必
要

申
込
方
法

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
で
要
項
、

申
込
用
紙
を
配
布
。
直
接
持
参
ま
た

は
F
A
X
に
て
８
月
13
日
（
月
）
ま
で

に
申
し
込
み
。

※
要
項
・
申
込
用
紙
は
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。

監
督
会
議

８
月
21
日
（
火
）

午
後
７
時
30
分

竜
王
北
部
公
民
館

開
会
式

８
月
25
日
（
土
）
午
後
８
時

竜
王
小
学
校
体
育
館

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

ペ
タ
ン
ク
と
は
鉄
球
を
目
標
球
に
投

げ
得
点
を
競
い
合
う
誰
で
も
楽
し
め
る

軽
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

主
催

甲
斐
市
ペ
タ
ン
ク
協
会

日
時

８
月
21
日
（
火
）

午
前
９
時
〜
正
午

※
雨
天
時
は
翌
日
22
日
（
水
）

場
所

響
ヶ
丘
中
央
公
園

対
象

市
内
在
住
者

参
加
料

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
教
育
委
員
会
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

子
育
て
中
の
親
に
は
し
つ
け
な
ど
育

児
の
悩
み
、
子
ど
も
を
巻
き
込
む
事
件

な
ど
の
心
配
事
も
多
く
あ
り
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
を
い
ろ
い
ろ
な
暴
力
か
ら
守

る
た
め
に
大
人
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象子

育
て
中
の
親
・
関
心
の
あ
る
家
族

日
時

８
月
30
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館
視
聴
覚
室

内
容

暴
力
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め

に
大
人
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
プ

ロ
グ
ラ
ム

講
師
「
C
A
P
や
ま
な
し
」
の
メ
ン
バ
ー

参
加
料

無
料

受
付

当
日
受
付
　
午
前
９
時
30
分
〜

子
ど
も
は
別
室
に
て
託
児
し
ま
す
。

（
約
20
組
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
敷

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

災
害
が
起
き
た
と
き
、
家
族
や
地
域

で
何
が
で
き
る
の
か
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。災

害
に
備
え
る
た
め
の
様
々
な
訓
練

や
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報
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ペ
タ
ン
ク
教
室
参
加
者
募
集

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

親
子
の
遊
び
教
室



第
１
回
目

【
防
災
に
対
す
る
心
構
え
】

日
時

８
月
５
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

場
所

竜
王
北
部
公
民
館

内
容講

演
・
炊
き
出
し
訓
練
・
包
帯
法

講
師

山
梨
県
防
災
課
　
他

参
加
料

無
料

定
員

各
50
名

第
２
回
目

【
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
】

日
時

８
月
19
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師

災
害
・
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　

未
来
会
　
山
下
博
史
さ
ん

参
加
料

無
料

定
員

各
50
名

※
８
月
５
日
の
み
炊
き
出
し
訓
練
用
の

昼
食
の
用
意
が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
８
４

主
催

市
社
会
福
祉
協
議
会

対
象

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

開
催
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員

30
名
（
交
流
会
は
50
名
）

受
講
料

無
料
（
絵
て
が
み
講
座
は
、
材

料
費
が
２
０
０
円
か
か
り
ま
す
）

●
交
流
会

対
象

前
期
講
座
参
加
者
お
よ
び
今
後

の
受
講
希
望
者

内
容

作
品
展
示
会
、
脳
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
生
バ

ン
ド
演
奏

※
講
座
で
作
っ
た
作
品
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

○
竜
王
教
室

開
催
日

８
月
６
日
（
月
）

場
所

竜
王
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
敷
島
教
室

開
催
日

８
月
20
日
（
月
）

場
所

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
双
葉
教
室

開
催
日

８
月
22
日
（
水
）

場
所

双
葉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
絵
て
が
み
講
座

講
師
　
矢
崎
京
子
さ
ん

持
ち
物

水
彩
用
具
（
な
く
て
も
良
い
）

○
敷
島
教
室

開
催
日

８
月
27
日
（
月
）

場
所

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
双
葉
教
室

開
催
日

８
月
28
日
（
火
）

場
所

双
葉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

竜
王
教
室

開
催
日

９
月
３
日
（
月
）

場
所

竜
王
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
各
教
室
は
同
一
の
内
容
に
な
り
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
８
４
　

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報

… 敷島第２庁舎

… 双葉公民館

敷
２
双
公

竜 … 竜王庁舎

敷 … 敷島庁舎

双 … 双葉庁舎
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高
齢
者
向
け
講
座

「
ト
ラ
イ
２
０
０
７
」



中
国
人
女
性
を
講
師
に
、
基
本
的
な

挨
拶
や
会
話
、
生
活
習
慣
な
ど
を
学
び
、

中
国
語
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
可
能
で
す
。

主
催

甲
斐
国
際
交
流
協
会

対
象

初
心
者

日
時

８
月
と
９
月
の
毎
週
土
曜

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

竜
王
北
部
公
民
館
　

持
ち
物

筆
記
用
具

受
講
料

無
料

申
込
方
法

事
前
の
申
し
込
み
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
希
望
者
は
直
接
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
斐
国
際
交
流
協
会
（
外
国
語
委
員
会
）

０
５
５
（
２
７
６
）
３
５
５
９
　
　
　

県
で
は
、
み
な
さ
ん
に
統
計
グ
ラ
フ

の
製
作
を
通
し
て
、
統
計
を
活
用
し
親

し
ん
で
も
ら
う
た
め
実
施
し
ま
す
。

応
募
資
格

県
内
在
住
の
小
学
生
以
上

（
６
部
門
）

課
題

自
由

応
募
用
紙

統
計
調
査
課
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

応
募
方
法

山
梨
県
企
画
部
統
計
調
査

課
あ
て
郵
送
ま
た
は
持
参
。

応
募
期
限

９
月
７
日
（
金
）
必
着

そ
の
他

優
秀
作
品
は
11
月
に
、
県
民

情
報
プ
ラ
ザ
で
展
示
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
山
梨
県
Ｈ
Ｐ
（
や
ま
な
し

の
統
計
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
企
画
部
統
計
調
査
課
　

０
５
５
（
２
２
３
）
１
３
４
４

県
で
は
、
河
川
法
の
一
部
改
正
を
受

け
、
笛
吹
川
下
流
圏
域
河
川
整
備
計
画

を
策
定
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
度
、
整

備
計
画
（
素
案
）
が
作
成
さ
れ
、
次
の
と

お
り
閲
覧
で
き
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
意
見
の

あ
る
人
は
、
県
に
対
し
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
甲
斐
市
で
は
鎌
田
川
、
荒
川

の
２
河
川
の
流
域
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

閲
覧
場
所

竜
王
庁
舎
建
設
課
お
よ
び
敷
島
・
双

葉
支
所
各
地
域
課

閲
覧
期
間

８
月
31
日
（
金
）
ま
で

※
県
土
木
部
治
水
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
中
北
建
設
事
務
所
河
川
砂
防
管

理
課
で
も
閲
覧
可
能
。

意
見
書
の
提
出
期
日

８
月
31
日
（
金
）
ま
で

意
見
書
の
提
出
方
法
、

閲
覧
場
所
に
設
置
し
て
い
る
意
見
箱

へ
投
か
ん
、
郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
（
県

土
木
部
治
水
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
）

い
ず
れ
か
の
方
法
で
。

※
県
土
木
部
治
水
課
ま
た
は
中
北
建
設
事

務
所
河
川
砂
防
管
理
課
へ
の
持
参
も
可

■
問
い
合
わ
せ
は
…

県
土
木
部
治
水
課

０
５
５
（
２
２
３
）
１
７
０
３

平
成
20
年
度
か
ら
、
専
門
学
校
と
し

て
「
養
成
科
」「
専
攻
科
」
を
新
設
し
、
未

来
の
農
業
を
担
う
人
材
を
養
成
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
４
年
生
大
学
へ
の
編

入
も
可
能
と
な
り
、
卒
業
生
に
は
「
専
門

士
」
の
称
号
が
付
与
さ
れ
る
予
定
で
す
。

募
集
人
員
お
よ
び
出
願
資
格

●
養
成
科
　
募
集
人
員
30
名
　

果
樹
学
科
20
名

園
芸
学
科
（
野
菜
・
花
き
コ
ー
ス
）
10
名

出
願
資
格

高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込
み
の
者
）

●
専
攻
科

募
集
人
員
　
若
干
名
　

落
葉
果
樹
学
科
　
若
干
名

出
願
資
格
　

短
期
大
学
以
上
で
農
業
課
程
を
修
め

た
卒
業
者
（
卒
業
見
込
み
の
者
）

※
願
書
受
付
期
間
や
試
験
期
日
は
試
験

区
分
に
よ
り
異
な
る
た
め
、
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
は
…

山
梨
県
立
農
業
大
学
校

０
５
５
１
（
３
２
）
２
２
６
９

講
習
名
　

一
般
家
庭
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ー
ス

対
象
　
60
歳
代
前
半
の
人

内
容ガ

ラ
ス
や
サ
ッ
シ
・
網
戸
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
、
ふ
す
ま
障
子
の
張
替
え

日
程

９
月
５
日
（
水
）
〜
14
日
（
金
）
の

う
ち
の
７
日
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会０

５
５（
２
２
８
）８
３
８
３
　
　
　
　

日
時

８
月
25
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所

甲
府
地
方
気
象
台

（
甲
府
市
飯
田
４
ー
７
ー
29
）

対
象

小
中
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

な
ど
ど
な
た
で
も

内
容

緊
急
地
震
速
報
コ
ー
ナ
ー
、
お

天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
体
験
、
気
象
台
見

学
コ
ー
ナ
ー
、
実
験
と
工
作
コ
ー
ナ

ー
、
お
誕
生
日
の
天
気
調
べ
な
ど

参
加
料

無
料

申
し
込
み

不
要

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
の
で
、
来

場
の
際
は
、
徒
歩
や
バ
ス
等
の
公
共

の
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
台
風
お
よ
び
災
害
等
に
よ
り
中
止
す

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン
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中
国
語
教
室

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

笛
吹
川
下
流
圏
域
河
川
整
備
計
画

（
素
案
）
の
閲
覧
・
意
見
募
集

山
梨
県
立
農
業
大
学
校
学
生
募
集

農
業
大
学
校
が
変
わ
り
ま
す

山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

講
習
会
受
講
者
募
集

お
天
気
フ
ェ
ア
２
０
０
７



る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
地
方
気
象
台
総
務
課

０
５
５
（
２
２
２
）
３
６
３
４

ご
み
処
理
施
設
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
た
入
浴
施
設
や
会
議
室
を
備
え

た
福
祉
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

所
在
地

韮
崎
市
竜
岡
町
下
條
南
割
１
８
９
５

（
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
西
側
）

入
浴
施
設
利
用
案
内

木
〜
日
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

料
金

中
学
生
以
上
は
２
０
０
円

小
学
生
は
１
０
０
円

乳
幼
児
は
無
料

※
タ
オ
ル
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

大
・
中
・
小
会
議
室
利
用
案
内

火
〜
日
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

料
金

１
室
１
時
間
あ
た
り

５
０
０
円
〜
１
、
０
０
０
円

※
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

休
館
日

年
末
年
始
お
よ
び
月
曜
日

（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
火
曜
日

が
休
み
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

０
５
５
１
（
２
２
）
３
９
７
４

不
在
の
場
合
は
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

０
５
５
１
（
２
２
）
３
４
３
７

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

便
利
で
安
全
な
電
気
は
、
生
活
や
作

業
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
す
。

し
か
し
、
使
い
方
を
間
違
え
る
と
、

思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
特
に
、
夏
季
に
は
電
気
に
よ
る

事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
電
気
を
正
し
く
安
全
に
使
う
５
つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
　
漏
電
遮
断
器
を
取
り
付
け
て
電
気
　

事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

２
　
ア
ー
ス
線
は
し
っ
か
り
取
り
付
け

ま
し
ょ
う
。

３
　
タ
コ
足
配
線
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

４
　
プ
ラ
グ
は
と

き
ど
き
点
検
し
　

ま
し
ょ
う
。

５
　
取
扱
説
明
書

（
電
気
製
品
）
に
そ

っ
た
使
い
方
を
し

ま
し
ょ
う
。

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相
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… 敷島第２庁舎

… 双葉公民館

敷
２
双
公

竜 … 竜王庁舎

敷 … 敷島庁舎

双 … 双葉庁舎
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●平成19年度子どもの映画鑑賞普及事業「フラガール」
北国を常夏の楽園へ。40年の時を越え語られる奇跡
の実話。愛と勇気のエンターテイメントショー。
日　時 ８月19日（日）午後１時30分開場　

午後２時上映開始
入場料 無料（要整理券）

●平成19年度山梨芸術劇場
「天野宣＆阿羅漢『泰憾』コンサート」
世界的に有名な和太鼓奏者天野宣さんと鼓響集団阿羅
漢の勇壮かつ幻想的なコンサートです。
日時 ９月８日（土）

午後６時開場　　
午後６時30分　
開演

入場料
無料（要整理券）

※各整理券はふれあい
文化館事務室、双葉公
民館、敷島総合文化会館、竜王北部公民館、竜王中部公
民館、竜王南部公民館で配布中。

●平成19年度地域の芸術文化環境づくり支援事業
ミュージカル「パパの誕生日」
不慮の事故により、幼い子ども達を残したまま天国で
暮らす父に訪れたラッキーチャンス。
家族の愛をテーマにコミカルに、ちょっと切なく笑い
あり涙ありの感動のステージ。
オーディションで選ばれた地元の小中学生達がＪＡＡ
ミュージカルアカデミーと共演します。
みなさん、ぜひお越しください。
日　時 10月28日（日）

１回目　午前10時開場　午前10時30分開演
２回目　午後２時開場　午後２時30分開演

出　演 ＪＡＡミュージカルアカデミーと地元の小中学生
入場料 おとな券（高校生以上）1,000円

こども券（中学生以下） ,500円
全席自由
（保護者の膝の上で観覧する乳幼児は無料です）

※チケットはふれあい文化館事務室の他、竜王北部公民
館、竜王中部公民館、竜王南部公民館、敷島総合文化館、
百楽泉、ＪＲ塩崎駅ジェイショップ塩崎店、沢田屋双葉
店、クリーニング志村竜王店、山梨県民文化ホールで近
日発売開始。

■問い合わせは･･･甲斐市双葉ふれあい文化館ホール
事務室　 0551（20）3660

エ
コ
パ
ー
ク
た
つ
お
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間



放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
利

用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。
平
成
18
年
度
か
ら
は
、「
科
目
群
履

修
認
証
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
平
成
19
年
度
第
２
学
期
（
10
月

入
学
生
）
教
養
学
部
生
お
よ
び
大
学
院
生

を
募
集
中
で
す
。

入
学
資
格

・
教
養
学
部
は
15
歳
以
上
な
ら
ば
誰
で

も
無
試
験
で
入
学
で
き
ま
す
。

・
大
学
院
の
修
士
選
科
生
・
修
士
科
目

生
は
18
歳
以
上
な
ら
ば
誰
で
も
無
試
験

で
入
学
で
き
ま
す
。

出
願
受
付
期
間
　
８
月
15
日
（
水
）
ま
で

（
大
学
本
部
必
着
）

ま
た
、
随
時
一
日
体
験
入
学
を
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
学
習
方
法
や
授
業

内
容
に
関
心
の
あ
る
人
は
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
は
…

放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

０
５
５
（
２
５
１
）
２
２
３
８

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.u-air.ac.jp/

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
で
は
、

職
業
に
必
要
な
知
識
や
技
能
の
向

上
・
資
格
取
得
等
を
目
的
と
し
た
講

座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

内
容

２
級
商
業
簿
記
・
２
級
工
業

簿
記
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
講
座

等
■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

（
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
３
０
８
）

０
５
５
３（
３
２
）５
２
０
２

行

政

講
座
・
教
室

イ
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ン
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振り込め詐欺にご用心 あなたは狙われている
韮崎警察署管内では，ここ４か月余りの間に、被害額約50～300万

円の振り込め詐欺の被害が４件発生しており、被害者は30代、50代、
80代と年代もまちまちです。
だます手口としては、最初に孫や息子を装って電話し、風邪をひいた

とかインフルエンザにかかったため声が普段と違うことを強調した後
に、携帯電話をトイレに落としたなどと言って電話番号が変わったこと
を伝え新しい番号を教えます。
そして
・友人の連帯保証人になっているが、友人が夜逃げをしたので代わ　
りに借金を返済することになった。
・親には内緒の急用な現金がいる。
・数か所に借金をしているが、借金を一本化すれば月々の返済が楽　
になるので、一本化するための手続料・セキュリティ費用・審査　
料が必要になった。

などと執拗に言ってきます。
次に、孫や息子の名義でない普通口座に多額の現金を振り込むように

指定し、振り込むときには携帯電話に電話するよう指示してきます。
最近の振り込め詐欺の手口には以上のような特徴が見られ，携帯電話

が変わったすぐ後に現金の振り込みを要求してくるものは要注意です。
被害の防止策としては、
・孫や息子の元の携帯電話に電話をしてみる
・周囲の人や警察・金融機関の窓口に相談をする
・事実が確認できるまでは絶対に現金を振り込まない
ことが大事です。
犯人グループは、様々な名簿や電話帳を元に無差別に電話をかけてき

ますので、このような卑劣な振り込め詐欺の被害には絶対に遭わないよ
うにしましょう。

夏 休 み の 少 年 非 行 防 止
毎年夏休みになると、解放感から少年の非行事案が増加します。
特にこの時期は、
○オートバイ、自転車などの乗物盗や万引き、シンナー等の薬物乱　
用
○夜遊び、暴走行為、飲酒、喫煙等の不良行為

の増加が目立っています。
少年が非行に走る前には、生活態度や行動に必ず何らかの変化が現れ

るものです。
家庭では、こうした状況をいち早く発見し、温かい「家庭の対話」「心

のふれあい」を通じ、節度ある日常生活について指導・助言をすること
が大切です。
また、地域においては、少年の健全育成を阻害する環境の浄化活動を

推進する一方、少年の社会活動、スポーツ活動を奨励し、少年が楽しい
夏休みを過ごせるよう援助しましょう。

■問い合わせは…
韮崎警察署 0551（22）0110（代）

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス「
放
送
大
学
」

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
募
集
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例年実施していますお盆のお供
物の収集を次により竜王地区・敷
島地区・双葉地区で行います。収
集場所等確認の上、時間厳守で出し
て下さい。
竜王地区
収集日時 ８月16日（木）午前８時30分まで
出し方 紙やスダレなどにしっかり包んで、下　　

表の収集場所へ出してください。
収集場所

敷島地区・双葉地区
収集日時 8月16日（木）午前7時30分～8時30分
出し方 市指定のごみ袋に入れて下表の収集場　　

所へ出してください。
収集場所

※上記場所では、一般家庭ごみは収集しません。
また、雨天決行いたします。

家庭等において伐採されたせん定枝を粉砕処理
します。
せん定枝の長さは２ｍ以下、直径10cm以下の

ものに限ります。

果樹のせん定枝についても対象
とします。
◎玉幡中学校北側の市有地
日程 ８月のお休みは次の日で
す。
毎週金曜日、お盆休み13日、14日、

15日
◎自然休養村管理センター（敷島総合公園入口）

日程 ８月のお休みは次の日です。
毎週月・水・木・土曜日、お盆休み14日

受入時間 午前９時～正午、午後１時～４時
対象とならない枝
※葉っぱ類、根の部分、腐食した物、金属類の

付いた物、草・竹等は受入しませんので注意して
ください。
※営利目的で伐採したせん定枝の持ち込みは出来
ません。
なお、粉砕処理したチップは市内在住の人に限

り無料で差し上げています。
せん定枝受け入れ時間中であればいつでも取り

に来ていただいて結構です。
希望する人は、チップを入れる袋などを持参し

て、係員の指示に従ってください。

最近、可燃ごみの袋に入っていた金属（針金のハ
ンガー、カレンダーの鉄の芯、鉄の鎖等）が原因で
清掃センターの焼却炉が停止しました。
この施設の焼却炉は一度止まると温度を上げる

ため多量の燃料が必要になり、多額な経費が無駄
になりますので、可燃ごみの袋には絶対に金属を
入れないでください。（峡北広域清掃センター）

■問い合わせは…
環境課（双葉庁舎１階） 0551（20）3653
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
敷島支所地域課（敷島庁舎２階） 055（277）3113

せん定枝粉砕処理

お盆のお供物を収集します

可燃ごみの袋には
金属を絶対入れないでください

７月１日に行われ
た、双葉地区河川清
掃にご協力いただき
ましてありがとうご
ざいました。

ご協力ありがとうございました。
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● 乳幼児予防接種について

●三種混合予防接種の接種もれに注意しましょう
確実な免疫をつくるためには、第１期初回接種を確実に行い、基礎免疫をしっかりつけておくことが大切です。
＜接種時期と間隔＞
第１期初回接種：生後３か月～７歳６か月未満までに３～８週間の間隔で３回接種

※８週間の間隔を過ぎた場合は、任意接種（自己負担での接種）になりますので注意しましょう。
第１期追加接種：初回接種の３回目終了後、１年～１年半後に１回接種

●第２期二種混合予防接種について
第２期二種混合予防接種は、乳幼児期に第１期（基礎免疫）として三種混合予防接種を行い、第２期として二種
混合予防接種を行なうことで確実な免疫をつくります。ただし、三種混合予防接種が終了していない場合は、今回
の接種を受けても効果が期待できないことがありますので、問い合わせ先までご相談ください。
対 象 小学６年生（なお、13歳未満でまだ接種を行なっていない人についても接種可能です）
持ち物 母子健康手帳、保険証
接種医療機関 甲斐市内指定医療機関
接種方法１週間前までに予約を入れ、接種を受けてください。予診票は各指定医療機関窓口に設置されています。

なお、接種当日は必ず保護者が同伴してください。

●予防接種指定医療機関

■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735 竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651

●不妊治療費助成事業について
市では、不妊治療のうち、保険外診療である
特定不妊治療（体外受精および顕微受精）につ
いては、１回の治療費が高額で経済的負担が重
いため、その軽減を図ることを目的として、費
用の一部を助成します。
■対象者…
１．夫婦のどちらかが申請時に１年以上継続
して甲斐市に住所を有していること

２．法律上の婚姻をしており、特定不妊治療
（体外受精および顕微受精）以外の治療法
によっては妊娠の見込がないか、または
極めて少ないと医師に判断された夫婦で
あること。

３．夫婦の所得合計額が650万円未満である
こと。

■助成額…１年度当たり10万円を限度に通算２
年間

■手続き…治療が終了した日から起算して１年
以内に申請書等を市に提出する。
※申請に必要な書類はお問い合わせ
ください。
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●離乳食教室
離乳食の作り方を学び、みんなで情報交換ができる教室です。
受　付 午後１時15分～１時30分（教室　午後１時30分～４時頃）
持参するもの 母子健康手帳、離乳食用スプーン、水分補給が必要な人は麦茶等。
◎申し込みが必要となりますので、事前にご連絡ください。

●母子健康手帳の発行
妊娠中の心配事がありましたら、

ご相談ください。

●マタニティービクス教室
音楽にあわせエアロビックなエクササイズで妊娠中の太り過ぎや筋肉の衰えを防止することは、安産

の第１歩です。そして、出産後のシェイプアップへとつながります。
◎午前９時30分までに受付を済ませてください。

申し込み 申込書に医師の意見書を添え、当日お持ちください。（申込書は各庁舎に用意してあります）
持参するもの 母子健康手帳、筆記用具、運動のできる服装、水分補給の必要な人はお茶等。

●母親学級
妊娠中の過ごし方や出産後の育児について学んだり、育児における交流の場として行なっています。

◎午前９時30分までに受付を済ませてください。

●妊婦健康診査受診票の追加交付について
市では、７月１日から県内の医療機関にて妊婦健康診査受診票を現在の２枚から５枚に拡充し交付し

ていますが、転入の人は転入届だけでは妊婦健診などのサービスは受けられませんので、お手数ですが
母子健康手帳を持参のうえ、問い合わせ先の窓口で手続きを行なってください。

●乳幼児健診
受 付 時 間 午後１時30分～２時
持参するもの 母子健康手帳、バスタオル、保険証、送付の問診票（1.6歳、２歳、３歳児健診のみ）、歯ブラシ（11か月、

1.6歳、２歳、３歳　※普段使用しているもの）
◎午前中の受付は致しません。
※３歳児視聴覚・尿検査再検査日（午前９時～11時）：８月９日（木）竜王保健福祉センター

：８月20日（月）敷島保健福祉センター
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●総合健診について
市では、総合健診を９月まで実施しています。
健診実施前に「健診受診調査及び総合健診申込書」を各世帯に送付しました。転入等により届いてい

ない人はお問い合わせください。
双葉地区・竜王地区については、総合健診を申し込んだ人にはすでに健診セットを送付しました。ま

だ、申し込みをして健診セットが届いていない人はお問い合わせください。
なお、敷島地区の健診セットは８月上旬発送予定です。

※子宮がん検診についても「健診受診調査及び総合健診申込書」にて申し込みを受け付け、受診券は後日
送付します。

●総合健診結果説明会
健診は受けただけでは意味がありません。

生活習慣を改善することが一番大切です。
生活習慣を見直し、改善に努め、より健

康な生活が送れるよう役立てていただくた
めに結果説明会を行います。
受付時間 ①午前９時30分～10時

②午後１時30分～２時
③午後３時～３時30分

対　象 総合健診を受けた人
持参するもの
｢総合健診結果説明会について｣の用紙

※日程変更希望の人は、ご連絡ください。
ただし、変更する日は指定された日以降
になります。
■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階）
055（277）4735

●人間ドック受診申し込み
申込期間 ８月１日（水）～８日（水） 対象者 40歳以上の人。社会保険本人は対象外。
申込場所 健康増進課、竜王支所地域課、双葉支所地域課
申込方法 健康保険証と印鑑を持参してください。受診券を発行します。

申し込みの際に委託医療機関から受診医療機関を選んでいただきます。
※総合健診申込書とは別に申請が必要です。

料　金 委託医療機関によって受診料が異なります。市では、検査項目により次のとおり金額を補助します。
○基本検診のみの人は、30,000円
基本検診に加え
○前立腺がん検査を含む人は、31,000円
○子宮がん検査、または乳がん検査（マンモグラフィー検査）
どちらか一方を含む人は、32,000円
○子宮がん検査と乳がん検査（マンモグラフィー検査）
両方含む人は、33,000円
○自己負担は約6,000円～8,000円です。（オプションは自己負担です）

委託医療機関 社会保険山梨病院健康管理センター、甲府共立病院総合健診センター、甲府市医師会健康
管理センター、山梨県厚生農業協同組合連合会健康管理センター、中沢クリニック、竜王リハビリテー
ション病院、竜王共立診療所、赤坂台病院、石和温泉病院クアハウス石和
※申し込みは、12月まで毎月期間を区切って受け付けします。
※医療機関への受診予約は、受診券の発行後になります。

■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735 竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651
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●個別運動指導の実施について
①運動プログラム作成
日常生活での健康づくりに役立つ効果的な運動を行うための、健康運動指導士に

よる運動プログラム作成および実践指導を行います。運動器具等を使っての安全で

適切な指導をします。

日　時 ８月31日（金） ９月28日（金） 午後１時30分～４時30分

場　所 敷島保健福祉センター内軽運動室

費　用 無料（ただし施設利用料１回100円必要）

持ち物 運動靴・運動のできる服装

予約制となりますので、希望日をご連絡ください。

②水中ウォーキング
集団で行なう水中ウォーキング教室を受講できない次の人を対象に、個別運動指導を行います。

場　所 敷島保健福祉センター内歩行浴プール

対象者 市内在住で次の人

・病院などに通っていて、運動を勧められるが長時間運動できない人

・体力、高齢、疾病などで、集団指導を受けるのが困難な人

安全のため、かかりつけ医師の診断書（費用の補助はありません）が必要な場合もあります。

聞き取りの上、予約制になります。

■申し込み・問い合わせは…　敷島保健福祉センターに直接（月曜日休館） 055（277）7311

●在宅介護者座談会～介護の悩みを話してみませんか～
介護体験談を話し合い、日頃の悩み、ストレスを解消しませんか。

日　程 ８月８日（水）竜王北部公民館　　　　　８月23日（木）双葉保健福祉センター

８月31日（金）敷島保健福祉センター

時　間 午前10時～11時30分

対象者 在宅で高齢者を介護している人、以前介護をしていた人

参加費 無料

■申し込み・問い合わせは… 市社会福祉協議会　敷島本所　 055（277）1122

竜王支所　 055（279）1112

双葉支所　 0551（28）5100

＜脳のいきいき教室＞

＜介護予防教室＞
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